
これからのICTとAST及びロタウイルス感染症について 

  次に、4月の感染症のトピックスとしてはロタウイルス感染症を紹介し

ます。乳幼児を中心とした感染症であり、発熱と嘔吐・下痢等の消化器
症状を主症状とします。初感染時が最も重症化しやすく、数年前までは
日本国内でも年間25,000～30,000人の児がロタウイルス感染症によっ

て入院していると言われていました。感染経路は接触感染、糞口感染で、
極めて感染力が強く、ウイルスは環境中でも安定していて1か月以上活

性を保っていることも珍しくはありませんから、感染対策はノロウイルス
よりも更に困難です。現在国内では2種類のロタウイルスワクチンが認

可されていますが、定期接種となるにはまだしばらく時間がかかりそうで
す。図は2013年第42週から始まった全国約500箇所の基幹病院定点に

よるロタウイルス感染症のサーベイランスの週別の報告数の推移を示し
ています。例年と同様、3月に入って報告数が急増してきていることがわ
かります。近年、ロタウイルス感染症の流行のピークは4月後半から5月

頃となる場合が多く、患者数はまだこれから増加していくものと思われま
す。特に乳児・幼児に対する医療、保育等に関わっている方々は、これ
からのロタウイルス感染症の流行情報にご注意ください。 

               （感染管理室 安井良則） 

【平成30年度感染対策チーム（ICT)メンバー紹介】 
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感染管理室が新体制となりました！ 

 新年度となり、感染管理室では、専従の感染管理認定
看護師（CNIC）が交代となりました。また、平成３０年度の

診療報酬改訂を受けて、抗菌薬適正使用支援チーム
（AST）が、正式に感染対策委員会（ICC）の下部組織とし

て設置され、新たに感染制御認定薬剤師が専従者として
加わりました。新メンバーで新体制を築き、新しい気持ち
でスタートします。今後ともICT・ASTの活動にご協力よろし
くお願いします。（次号でAST活動のご紹介をします。） 

 大きかったインフルエンザの流行も漸く落ち着いて、2018年度が始まりました。感
染管理室では、これまでICTの専従としてその立ち上げから10年間に渡って頑張っ
てくれていた感染管理認定看護師（CNIC）が交代となります。これによって感染対策
に係る優秀な人材を更に育成していくと共に、ICTの体制をより強固で継続的なもの
としていきたいと考えております。次に前号でも報告致しました通り、これまで2年間
活動してきた抗菌薬適正使用支援チーム（AST）には新たに薬剤師の専従者を置い
て、正式な感染管理室の下部組織として新たにスタートします。 

 以上のように、感染管理室は新年度より体制を一新させ、病院のみならず中津医
療センター全体の感染対策の向上に資すると共に、感染対策の面での地域への貢
献に繋げて行くことができれば幸甚です。今後とも感染管理室が運営していくICT並
びにASTの活動にご協力頂きますようお願いします。 

【新感染管理システム】 

新入職員研修のひとコマ 
研修はまだまだ続きます… 

感染管理室新メンバー 

感染管理認定看護師 
専従：川口 尚子 

感染制御認定薬剤師 
AST専従：三木 芳晃 

感染管理室 室長 
安井 良則 

0.000

0.100

0.200

0.300

0.400

0.500

0.600

0.700

0.800

0.900

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

ロタウイルス感染症基幹定点あたり報告数年次別週別推移（2013年第42週～2018年第11週）
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図．ロタウイルス感染症の基幹科定点当たり報告数の年次
別週別推移（2013年第42週～2018年第11週；感染症発生動
向調査より） 


